
 

 

 

 

           
                           

 
 

 

  

令和８年度 帯広市立帯広小学校 学校便り 

  

ＮＯ．２２ 令和８年 10月７日 発行 校長 黒島 俊一 

開校130年の歴史と伝統の上に立つ これまでも これからも 

～ 新・学校教育目標 ～ 

夢をもち みんなで高め合い 
未来をひらく 帯小っ子 

○ おおきな心で 

○ びしっと学び 

○ ひろがる仲間と 

○ しっかり行う  

○ よい子笑顔の 

○ うきうき帯小っ子 

(令和8年4月１日制定) 

「できる」の反対は 「できない」ではなく 「やらない」  

過日アジア大会日本開催が大盛況のうちに終了し、各種目とも日本チームは躍進し、全種目の中継ではあ

りませんでしたが、観戦にも力が入りました。スポーツ好きはもちろんですが、あまり興味のない方でも、

他国開催での真夜中のテレビ実況放映ではなく、日本時間での動きなので観戦しやすくもありました。 

さて、スポーツそのものは、古代エジプト王朝から以前のエジプト（紀元前3000年頃。今が紀元後2026

年ですから、5000年以上前のこと）で、すでに「競走」が行われていたことや、古代オリンピックでは、

この期間中「戦争」が禁じられる、などの歴史もあったといわれます。 

歴史は過ぎゆき、スポーツそのものは近代スポーツとして隆盛し、日本でも明治の「学制」発布時に、学校での教科としての

学び一つ「体育」となって定着するなど、身体を鍛えることが教育の一環として重視されてきて今に至っています。 

さて、今年でFIFAワールドカップに5回連続出場を決めた、日本を代表するサッカー選手「長友佑都選手」の著書「【メン

タルモンスター】になる」（幻冬舎 2022年）の中にこんな言葉が書かれています。 

「成功は約束されていないけど、成長は約束されている」 
ワールドカップで勝てるかどうか、成功を手にできるかどうかはわからない勝負の世界での厳しい戦いは、誰が勝ったとし

ても勝者にふさわしい存在です。そんな中、いくら考え悩み、汗をかき心身をいじめても成功するとは限らない。でもその試

練に向きあうことができれば、必ず「成長」は手にできる、人を成長させてくれる（概略） 

学校での学びにも同じことが言えそうです、結果がたとえうまくいかなくても、未知のこと、難しいことに挑戦する勇気が

成功や成長を呼び入れてくれることを信じて。「できるの反対はできないではなく、やらない」の気持ちで自分を信じて高め、

高め合ってほしいと願うのです。 

写真上 夕食風景の様子から 
写真下 左から、 

ボルダリング体験、天体観測前講義、理科実験 
 

5年 東小学校との合同学習第 2弾 
「宿泊学習」（児童会館）楽しかったなあ 

今年から始まったエリア内小学校との合同学習は、6 月の東小学校での合同体育・国語

の授業を経て、過日 9 月 30 日～10 月 1 日に、第 2 回目となる「宿泊学習」とし 

て実施されました。学校からの行き帰りのバスも一緒で、ずいぶんと2校の子供たち同

士の距離感が縮まり、顔見知りから仲良しに関係性が深まり、楽しい時間を過ごして 

いる様子でした。 

入館から、1 日目の工作教室・科学展示室見学、プラネタリウム見学、天体観測・レク

レーション、2日目はメインとなる科学実験「紫外線チェッカー作り」「色花火づくり」「昔

の顕微鏡づくり」「岩石のサンプルカプセルづくり」など、楽しさ満載の様々な 

未知の体験プログラムとともに、寝食を共にした自校の仲間5年生10名と、東小32名

とのふれあいと交流は、より広い深い人間関係の学びにもつながっていきそうです。 



 

（写真右上）  一般社団法人 全日本ピアノ指導者協会ピアノステップ 
応用２ 合格 ３年 若狭 光咲 さん 
めきめきと腕をあげています。 

「大きな木のうた」が弾けるようになることも期待しています。 
 

（写真左上）  「こんなきらきらさんも ～ 朝の落ち葉ひろいから～」 
３年 柏樹  立 さん   

枯葉が舞い落ちてくる季節になってきました。朝、登校後、玄関が開く
迄の待ち時間、一人で散らばっている落ち葉を集めてくれました。 
うれしいことです。 
今月21日27日は、ボランティアで、全校落ち葉拾いも予定されて

います。ご協力をよろしくお願いします。 

 (写真右下) 「今月も、手作りカレンダーお届け便」（再掲） 
のぞみ学級 ５年 堀井 結桜 さん  ３年 高橋  蓮 さん   ５年 長谷川 律 さん  

学習の一環で毎月末に校長室、職員室のほか、教育委員会等全部で校区２４カ所に手作りカレンダーを継続して届

けてくれています。いつもありがとうございます。素晴らしいことですね。 
（前号で学年表記にまちがいがありましたので、再掲載します。お詫びして訂正いたします。） 

帯広小学校開校130周年記念式典 令和８年１０月１７日（土） 午前10時～  会場 帯広小学校体育館 

・ 土曜登校にご注意下さい。（19日（月）は振替休業日になります）儀式的公的な行事で、当日はたくさんの来校者があります。

可能な限り、服装にもご配慮、ご協力をお願いします。 

・ 式典セレモニーに先立って、「学校紹介ビデオ」の上映のほか、終末には子供たちによる、開校100周年記念賛歌「大きな木の

うた」の群読・合唱の発表を予定しています。たくさんの保護者のみなさんのご来校をお待ちしています。 

熱気球体験 ～ 大空から十勝・帯広を感じよう まるごと帯広小学校  （10月14日（水） 午前） 
・ 過日のご案内で「楽メ」による回答（本日〆切）をいただいたところですが、加えて気球運行業者「十勝空旅舎」からの依頼で

「熱気球搭乗同意書」の提出を求められています。本日12時現在までに「楽メ」にて搭乗希望の回答があったご家庭に、お子

さんを通じて封筒にて文書を配布しております。ご記入の上13日（火）までの提出をお願いします。 

・ 同意書の提出をもって熱気球の搭乗が可能になります。（本日現在、当日の悪天候の予報があります。実施可否は楽メで連絡します） 

帯広小学校開校130周年記念誌 
「清明玉樹(せいめいぎょくじゅ)」 

帯広小学校開校130周年記念式典の日（10月17日（土）10:00～）が近づいてきました。PTA役員を中心

にこれまでの準備協力、誠にありがとうございます。式典当日は、全校児童に加え、100名を大きく超え 

るたくさんのみなさんの列席を予定しています。 

なお 16 日（金）19:00 より、式典前日リハーサルを学校体育館で行います。どうぞみなさんの最後まで 

のご協力をよろしくお願いします。また式典当日列席予定の保護者のみなさんも、どうぞ学校と子供たちの晴

れ舞台を楽しみにお越し下さい。 

さて、右上写真の書は、式典当日に発行予定の、開校130周年記念

誌の標題「清明玉樹（せいめいぎょくじゅ）」に揮毫（きごう）いただ

いた、書家 八重柏 冬雷 氏（元柏葉高等学校教諭）の書です。 

「清明玉樹」の意は、全ての命が清らかに輝き始め、木々の若葉が一気に芽吹

く姿を指す「清明」と、宝石のように美しい木「玉樹」とを子供たちの姿にたと

え、夢をもち、輝く未来へ大きくはばたく帯小っ子を、学校のたくさんの樹木が

成長する姿を表した２つの言葉を組み合わせた「造語」です。 

過去の周年記念誌を紐解くと、それぞれの時の思いが込められています。 

100周年が 「大樹抱雲（たいじゅほううん）」 

110周年が 「薫風新樹（くんぷうしんじゅ）」  

120周年が 「花天緑樹（かてんりょくじゅ）」 

そして、130周年が 「清明玉樹（せいめいぎょくじゅ）」 

このたび発行する記念誌には、現在在籍する子供たちの各学級のページや、3

月に本校を卒業した現中学1年生のページのほか、帯広小学校開校以来130年

の歴史がまとめられた、大変読み応えのある、壮大な内容がつづられています。

発行をどうぞお楽しみにお待ちください。 


